
防災対策を重点的に充実すべき地域の考え方のイメージ 

出典：「「原子力施設等の防災対策について」の検討について（報告）」 
（平成２４年３月２２日原子力安全委員会原子力施設等防災専門部会） 

予防的防護措置を準備する区域：概ね5 ㎞ 
（PAZ：Precautionary Action Zone） 

急速に進展する事故を考慮し、重篤な確定的影
響等を回避するため、緊急事態区分に基づき、
直ちに避難を実施するなど、放射性物質の環境
への放出前の予防的防護措置（避難等）を準備
する区域 

緊急防護措置を準備する区域：概ね30 ㎞ 
（UPZ：Urgent Protective action Planning Zone） 

国際基準等に従って、確率的影響を実行可能な
限り回避するため、環境モニタリング等の結果
を踏まえた運用上の介入レベル（OIL）、緊急
時活動レベル（EAL）等に基づき避難、屋内退
避、安定ヨウ素剤の予防服用等を準備する区域 

プルーム通過時の被ばくを避けるための防護措置
を実施する地域：概ね50 ㎞（参考値） 
（PPA：Plume Protection Planning Area） 

放射性物質を含んだプルーム（気体状あるいは
粒子状の物質を含んだ空気の一団）による被ば
くの影響を避けるため、自宅への屋内退避等を
中心とした防護措置を実施する地域 


